












































































? 地域性の 家族構成および消費支出の対象 件
分 種　　類 項目大分類 項目小分類 項　　　　　　　目 数





























C 南西地方を除 穀類 パン、食パン、その他のパン
?
く西高東低 魚介類 生鮮魚介 たこ（瀬戸内海沿岸に多い） 4
D 中央部多く 穀類 穀類、米、生うどん蕎麦、餅







E 中央少なく 穀類 スパゲッティ







F 太平洋側が 魚介類 生鮮魚介 鮪（東日本に少し偏る）、鰹
?
多い 魚介加工品 鰹節削り節 3
G 日本海側が 魚介類 生鮮魚介 かれい、いか、他の鮮魚 計
多い 3
H 特に、九州 魚介類 生鮮魚介 貝類、しじみ
などの南西 魚介加工品 他の塩干し魚介貝類、他の魚介加工品その他
地方で少な 乳卵類 乳製品、ヨーグルト、チーズ
















J 傾向が明確 穀類 乾うどん蕎麦、小麦粉、穀類その他
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図15：キャベツ（区分J）
　牛肉の他に、全肉類、生鮮肉、最高が福岡14．760円か
ら最低が群馬6，504円である鶏肉、合挽き肉の4者が西
商束低をクリアに示している。?
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図16：豆腐（区分J）
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図18：豚　肉（区分A）
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図17：アイスクリーム（区分J）
4，顕著な東西の対立
4－1．食　肉
　以前から、食肉について’噛東の豚、西の牛”の伝統が
あるとよく言われてきたが、図18、19に示すように現在
の消費生活でもそれが明らかである。
　牛肉は最高が徳島41，013円から最低が北海道6，933円で
あって差額幅が広い。北海道が特に少ないのは、羊肉・
馬肉を含むその他の生鮮肉の消費が多いためと考えら
れる。ちなみに、その他の生鮮肉の最高が熊本5273円、
次いで北海道4，216円、最低が岐阜955円である。豚肉は
最尚がl！l梨28，013円から最低が三重16，906円であって、
差額が少ない。
　図19で分るように、牛肉の分布の東端がかなりクリア
であるのに対して、豚肉の西端が明確でないのは、牛肉
は食文化的伝統の影響を受けるのに対して、豚肉は廉価
という経済的な背景があるためと推定できる。
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図19：牛　肉（区分B）
4－2．鮭と鱒
　蜥は最高が富山ll，022円から最低が北海道872円で
あって、支出額と上下の差額幅が大きいのに対して、鮭
は最高が岩手6，420円から最低が高知1．771円であって、
支出額も差額も共に低い。
　伝統的に、正月・年取り魚としての“ptの鮭、西の蜥”
昔から言い慣されてきたが、図20，21に示すように現
在の食生活においても、それが生きていることを確認し
た。
　図21廓の東端が明確であるのに対して、図20鮭の西端
はやや不明瞭である。これは、蜥は食文化の伝統の制約
を受けているのに対して、鮎は伝統の制約を超えて、低
価格と塩鮭という経済や流通上のメリットから、より広
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く容易に消費者に受け入れられたためと考えられる。な
お、塩鮭も明確に東高西低となる。
　この鮭蜥の対比は、4－1項の牛豚の対比に類似してい
るところが多い。しかし、蜥は温暖を鮭は寒冷を好むと
いう自然条件の影響が基底に存在しているところが、牛
肉と豚肉の場合と明らかに異なっている。
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図20：鮭（区分A）
　沖縄は羊葵とその他の和菓子の消費も最低であるの
で、沖縄ではあまり和菓子を楽しむ伝統が少ないという
ことになる。
．」’`
「
平孟1了（…OO5）家計四豆・全世帯
　煎眠　3己出虚嶺円／年・世帝
　　ロG．54ロ．－7．4：e　く9）
　　只1：彊1：1：1鵠［Zl
　　3．780階弓．7go　【画1〕
　　1，490N3．ISO｛1助
図22：煎　餅（区分A）
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4－3．煎餅と饅頭
図21：鱒（区分B）
　菓子類のうち、カタカナ名のものはほとんど地域性が
認められないが、和菓子にはそれが認められる。和菓子
で調査対象となっているのは、羊奨・煎餅・饅頭である。
そのうち、後の二者が束西に住み分けて“東の煎餅、西
の饅頭”となっている。
　煎餅は主に北海道を除く東日本に多く、最高が茨城
7．426円から最低が沖縄1．491円であり、饅頭は沖縄を除
く西日本に多く、最高が高知3，253円から最低が沖縄432
円である。
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図23：饅　頭（区分1）
　ここでの納豆は日常の食生活に食べられている糸引き
納豆のことである。その納豆は西日本ではあまり食べな
いとされてきたが、それは、近畿・中国・四国地方のこ
とであって、九州ではかなり食されていることが図24か
ら明らかである。この地図に示されたパター一ンは、本調
査のかなり古いものでも、ほとんど変化していないので、
九州での納豆消費は伝統的なものであると推定できる。．
　この納豆消費パターンがヒントになってできた一つの
仮説がある。それは、Hほぼ全国的に住んでいた先住民
に対して、ある人間集団が北九州あたりに上陸し、東に
勢力を拡張していったのでは”という説②である。ち
なみに、納豆食は東南アジアの照葉樹林文化の一員であ
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ることは以前から、縄文ll寺代に大豆が到来済みであるこ
とが近年明らかになっている。
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図24：納豆（区分E）
6．代替えの事例　一焼酎とウイスキー
　焼酎の消費額は、最高が宮崎14，152円から最低が福井
3，763円である。図25から分るように、本来、焼酎は南
西日本の食文化ということができる。しかし、東北地方
などでの消費も少なくない。全国的には、中央部が少な
い中抜きの状態である。
　一方、ウイスキーの消費は最高が宮城4，178円から最
低が鹿児島47円である。図26に示すように、南西方面で
は極く少ないにも関わらず、東北方面ではかなり多い。
　日本で、商アルコール濃度の蒸留酒といえば、焼酎
またはウイスキーであるので、この両者はお互いに代替
の可能性がある。焼酎の伝統が強い南西日本ではウイス
キーは代替できなかったが、その伝統が弱い東北方面で
はウイスキーの参入が可能であったものと考えられる。
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図26：ウイスキー（区分H）
7．産地に消費が多い　一生鮮食品一
　このケースは、特に、輸送性や貯蔵性に劣る生鮮魚介
物や青果物などで数多く見受けられる。例えば、梨の鳥
取、葡萄の山梨、ほたて貝の青森などが、生産だけでな
く、消費でも他を引き離してのトップである。
　また、特産品であるために、その産地での消費が多い
場合もある。例えば、蒲鉾類は、本来、西日本の食文化
であって消費も多い。しかし、笹蒲鉾が特産であるため、
宮城県は蒲鉾類の合計値である魚肉練り製品が、飛び地
的に消費のトップとなっている。長崎県がカステラで2
位を大きく引き離しての消費トップであるのも、特産地
の伝統と考えられる。
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図27：魚肉練り製品（区分B）
図25：焼　酎（区分E）
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ま　と　め 文　　献
（1）日本の伝統的な食文化の地域性が現代において生
　きているかどうかに興味が持たれる。
（2）その確認のために、全国家計調査（2005年調査）
　の食232項目について、その消費状況を都道府県別に
　地図上に表わし、その分布パターンから地域性を検
　討した。
（3）その結果、食の消費についての興味ある地域性を
　数多く見出した。
（4）特に、“西の牛肉、東の豚肉”や“西の鱒・東の鮭”
　などの伝統の食文化が現代でも生きていることを確
　認した。
（1）総理府統計局：全国家計調査年報　平成16年、総
　務庁統計局発行（2006）
（2）鈴木秀夫、久保幸夫：日本の食生活（1980）朝倉
　書店
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